
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             平成31年03月29日

計画の名称 水戸市　都市公園の整備計画

計画の期間   平成３１年度 ～   令和０５年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 水戸市

計画の目標 　「地域拠点となる公園」として、時代や市民、地域のニーズに合わせ、子育て世代や高齢者の支援、市民の憩いの場など地域コミュニティや都市環境向上等の拠点となるような整備を行うとともに、現存する自然的、歴史・文化的資源を生かした

整備を行うことで、都市の魅力向上を目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,541  Ａ               1,541  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H30当初 H35末

   1 市民一人当たりの都市公園面積

市民一人当たりの都市公園面積 11平方メートル 平方メートル 12平方メートル

   2 あじさいまつり期間中の保和苑の来園者数

あじさいまつり期間中の保和苑の来園者数 97000人 人 120000人

   3 大塚池公園の一日当たりの公園利用者数

大塚池公園の一日当たりの公園利用者数 711人 人 1000人

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H31 R02 R03 R04 R05 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業

A12-001 公園 一般 水戸市 直接 水戸市 － － 都市公園事業（東部公園

）

サッカー場整備、管理施設整

備、便益施設整備

水戸市  ■  ■  ■  ■  ■       1,214 －

A12-002 公園 一般 水戸市 直接 水戸市 － － 都市公園事業（七ツ洞公

園）

森林庭園・育林庭園整備、駐

車場整備、バリアフリー化改

修

水戸市  ■  ■  ■  ■  ■         109 －

A12-003 公園 一般 水戸市 直接 水戸市 － － 都市公園事業（保和苑） 西側修景施設整備、園路改修 水戸市  ■  ■  ■  ■  ■          57 －

A12-004 公園 一般 水戸市 直接 水戸市 － － 都市公園事業（大塚池公

園）

水際園路整備、駐車場整備 水戸市  ■  ■  ■  ■  ■         118 －

A12-005 公園 一般 水戸市 直接 水戸市 － － 都市公園事業（植物公園

）

散策路整備、駐車場整備、解

体工事等

水戸市  ■          43 2.124 未策定

 小計       1,541

合計       1,541

1 案件番号： 



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

H31 R02 R03 R04

配分額 (a)                      74                      97                      80                      69

計画別流用増△減額 (b)                      39                       0                       0                       0

交付額 (c=a+b)                     113                      97                      80                      69

前年度からの繰越額 (d)                       0                      65                      88                      49

支払済額 (e)                      48                      74                     119                      70

翌年度繰越額 (f)                      65                      88                      49                      48

うち未契約繰越額(g)                       0                      86                       0                      26

不用額 (h = c+d-e-f)                       0                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0                   53.08                       0                   22.03

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

当該事業の設計段階におい

て，施工箇所について地元

住民等との協議を重ね，再

設計により不測の期間を要

し，工事の着工が遅れるこ

とによる。

先行業務が敷地境界確認に

より遅延したことによる。

1 案件番号： 


